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介
と
批
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
一
三
七
八
）

福
島
正
夫
編

『
「
家
」
制
度
の
研
究
』
（
資
料
笹
第
二
巻
）

　
　
　
1
「
家
」
制
度
立
法
資
料
と
戸
籍
法
令
ー

「
家
』
の
制
度
i
こ
れ
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
根
づ
よ
く
支
配
し
て
き
た

社
会
制
度
は
、
他
に
類
例
が
す
く
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の

形
成
に
根
幹
的
に
作
用
し
た
の
が
戸
籍
制
度
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
喋
々
す

る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
さ
れ
ぽ
、
明
治
以
降
の
「
家
』
制
度
の
形
象
と
発
展
を

閾
究
す
る
に
、
そ
れ
と
不
可
分
の
関
係
に
た
つ
戸
籍
と
の
連
関
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
す
る
こ
と
は
．
ま
こ
と
に
的
確
か
つ
本
格
的
な
方
策
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

　
す
ぐ
る
昭
和
三
四
年
、
「
『
家
』
制
度
の
研
究
ー
資
料
篇
・
第
一
巻
1
」



な
る
労
作
を
編
ん
で
世
に
お
く
ら
れ
た
福
島
正
夫
教
授
は
、
こ
の
た
び
こ
れ
が

続
巻
と
し
て
ふ
た
た
び
浩
溝
な
る
本
書
を
梓
行
さ
れ
た
。
専
門
の
諸
家
に
と
つ

て
多
年
の
渇
望
を
い
や
す
絶
好
の
朗
報
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
学
界
の
福
音
で
あ

ろ
う
。
お
も
う
に
、
散
伏
せ
る
資
料
の
蒐
集
・
整
序
・
覆
刻
は
、
き
わ
め
て
有

意
義
な
、
し
か
し
す
こ
ぶ
る
彪
大
至
難
の
作
業
で
あ
る
．
こ
の
挙
に
真
正
面
か

ら
取
り
く
み
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
は
ら
わ
れ
た
福
島
教
授
な
ら
び
に
よ
き
協
働

者
た
る
堀
内
節
博
士
・
利
谷
信
義
講
師
に
対
し
敬
意
と
感
謝
を
表
し
た
い
。

　
願
わ
く
は
、
こ
の
充
実
し
た
資
料
集
を
ふ
ま
え
た
う
え
に
、
学
的
香
り
た
か

い
業
績
が
諸
家
の
研
学
に
よ
り
実
を
結
ぶ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
。

　
さ
て
．
登
載
の
順
に
し
た
が
い
簡
単
に
内
容
を
一
瞥
し
た
い
。

　
戸
籍
立
法
関
係
資
料
　
前
巻
に
収
め
ら
れ
た
三
種
の
戸
籍
立
法
関
係
資
料
に

ひ
き
つ
づ
き
、
こ
こ
で
は
、
e
民
部
省
明
治
二
年
戸
籍
編
製
諸
規
則
案
、
⇔
ブ

ス
ケ
氏
身
分
証
書
案
・
同
書
式
、
㊧
身
分
証
書
草
案
、
の
三
編
が
紹
介
さ
れ
、

福
島
教
授
・
利
谷
講
師
両
氏
の
解
題
に
か
か
る
。

　
明
治
四
年
四
月
、
太
政
官
布
告
第
一
七
〇
号
で
発
せ
ら
れ
た
戸
籍
法
は
、
維

新
以
来
は
じ
め
て
の
全
国
総
体
の
戸
籍
法
で
あ
つ
た
が
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
、

京
都
府
に
お
い
て
は
す
で
に
元
年
一
〇
月
、
戸
籍
仕
法
を
制
定
し
て
い
た
。

「
e
民
部
省
明
治
二
年
戸
籍
編
製
諸
規
則
案
」
は
、
「
ま
さ
に
右
の
京
都
府
戸
籍

仕
法
と
明
治
四
年
戸
籍
法
と
を
つ
な
ぐ
環
を
な
す
内
容
を
も
つ
て
い
る
。
そ
の

構
成
に
お
い
て
も
、
表
現
形
式
に
お
い
て
も
、
ち
よ
う
ど
両
者
の
中
間
に
位

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

し
、
文
字
ど
お
り
過
渡
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
（
解
題
七
頁
）
。
全

体
の
構
成
は
、
戸
籍
編
製
例
目
・
華
士
族
籍
編
製
規
則
・
平
民
族
籍
編
製
規
則

の
三
部
よ
り
成
り
、
戸
籍
編
製
例
目
が
通
則
で
、
後
二
者
は
そ
の
各
則
に
相
当

す
る
．
本
規
則
案
に
対
し
、
「
明
治
四
年
戸
籍
法
の
制
定
過
程
の
一
環
を
示
す

も
の
と
し
て
も
、
ま
た
版
籍
奉
還
後
の
中
央
官
僚
の
志
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

し
て
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
」
（
解
題
一
〇
頁
）
で
あ
る
、
と
す
る
評
価
は

至
当
で
あ
ろ
う
。

　
い
わ
ゆ
る
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
会
議
は
、
明
治
五
年
一
〇
月
に
発
足
し
、

「
民
法
仮
法
則
」
の
編
纂
を
開
始
し
た
。
こ
の
作
業
の
周
辺
資
料
と
想
定
さ
れ

る
の
が
．
す
な
わ
ち
「
⇔
ブ
ス
ケ
氏
身
分
証
書
案
・
同
書
式
」
で
あ
つ
て
．
会

議
の
中
心
人
物
た
る
ブ
ス
ケ
（
Ω
8
夷
＄
出
獣
ぼ
零
垢
β
8
が
、
「
フ
ラ
ン
ス

民
法
の
講
義
を
し
つ
つ
民
法
草
案
を
作
つ
て
い
く
に
あ
た
り
、
フ
ラ
ソ
ス
で
行

わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
を
簡
略
に
示
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
「
民
法
仮
法
則
の
書

式
は
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
さ
ら
に
制
定
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
」
（
解
題
一
一
頁
）
と
の
推
考
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
民
法

口
授
二
の
一
月
一
八
日
の
記
述
と
の
関
係
も
問
題
で
あ
る
」
（
同
上
）
と
は
、
お

そ
ら
く
は
「
フ
ス
ヶ
草
稿
ノ
人
別
法
」
　
（
五
三
頁
）
を
指
称
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
将
来
、
専
家
に
よ
つ
て
考
究
の
手
が
加
え
ら
れ
、
す
ぎ
し
明
治
初
期

法
制
史
の
一
餉
の
閲
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

「
㊧
身
分
証
書
草
案
」
は
、
「
民
法
編
纂
二
関
ス
ル
意
見
書
」
（
日
本
学
術
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
（
一
三
七
九
）
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版
）
よ
り
の
採
録
で
あ
る
が
、
二
部
に
わ
か
た
れ
る
．
ま
ず
．
一
八
七
五
年
二

月
の
ド
イ
ッ
連
邦
の
響
ざ
富
冨
冨
3
0
葛
冨
呂
¢
0
9
＄
0
9
に
附
属
す
る
身
分
証
書

書
式
の
訳
出
を
資
料
第
一
と
す
る
．
つ
ぎ
に
．
旧
民
法
人
事
編
第
一
草
案
の
編

成
に
際
し
て
は
諸
外
国
の
立
法
例
を
参
看
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
フ

ラ
ン
ス
民
法
と
と
も
に
き
わ
め
て
つ
よ
い
影
響
を
与
え
た
の
が
前
記
穿
一
3
甲

窟
§
器
器
貫
民
品
o
器
言
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
そ
の
書
式
が
、
第
一
草

案
の
身
分
証
書
の
規
定
に
添
附
す
る
書
式
の
模
範
と
さ
れ
る
こ
と
も
、
ま
た
充

分
に
推
測
さ
れ
よ
5
。
た
ま
た
ま
、
「
民
法
編
纂
二
関
ス
ル
意
見
書
」
中
に

寄
一
。
富
驚
吋
零
き
3
0
導
留
鷺
貫
の
書
式
に
類
似
し
た
草
案
が
見
出
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
を
載
録
し
て
資
料
第
二
と
す
る
。
お
そ
ら
く
は
第
一
草
案
の

「
身
分
証
書
の
規
定
に
対
応
す
る
書
式
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
そ
の

草
案
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
（
解
題
二
一
貢
）
。
さ
ら
に
、
第
一
草
案
は
　
「
身
分

証
書
の
規
定
を
お
き
な
が
ら
、
同
時
に
戸
籍
に
関
す
る
規
定
も
お
い
た
。
民
法

典
と
戸
籍
法
の
公
の
歩
み
よ
ザ
は
こ
こ
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
．

身
分
証
書
と
戸
籍
の
相
互
関
係
の
、
よ
り
厳
密
・
詳
細
な
検
討
は
将
来
の
重
要

な
課
題
」
（
同
上
）
で
あ
る
、
と
す
る
指
摘
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
民
法
口
授
　
次
項
に
か
か
げ
ら
れ
る
「
元
老
院
会
議
筆
記
」
と
と
も
に
、
「
性

質
上
は
立
法
関
係
資
料
の
一
部
に
属
し
、
明
治
初
年
『
家
』
制
度
が
形
成
さ
れ

て
ゆ
く
立
法
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
立
法
会
議
の
資
料
で
あ
る
。
会
議
と
い
つ

て
も
、
両
者
は
そ
の
時
期
も
状
況
も
こ
と
な
る
。
し
か
し
、
問
答
や
討
論
の
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
　
　
（
一
三
八
○
）

か
に
、
制
度
を
め
ぐ
つ
て
と
り
か
わ
さ
れ
る
人
々
の
意
見
や
思
想
の
動
き
は
、

注
目
に
値
す
る
興
味
深
い
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
西
欧
家
族
思
想
と
古
い
日

本
支
配
層
の
倫
理
観
念
が
い
り
み
だ
れ
る
渦
流
を
た
と
え
ば
民
法
口
授
に
み
る

こ
と
が
で
き
．
伝
統
の
破
壊
と
そ
れ
へ
の
抵
抗
の
あ
い
闘
う
姿
が
た
と
え
ば
元

老
院
会
議
に
映
し
出
さ
れ
る
」
（
序
言
一
－
二
頁
）
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
民
法
口
授
」
と
は
、
す
で
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
「
民
法
仮
法

則
」
を
編
纂
す
る
江
藤
主
催
司
法
省
民
法
会
議
の
議
事
筆
記
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
さ
き
に
筆
者
は
．
拙
文
二
稿
を
草
し
て
こ
れ
が
紹
介
を
こ
こ
ろ
み
た
が

（
襖
貼
雑
観
露
欝
難
議
鶏
鰭
簾
翰
霧
諭
纏
謹
離
羅
輔
所
）
、
こ
こ

に
堀
内
博
士
の
解
題
の
も
と
に
、
そ
の
全
文
が
活
字
に
移
さ
れ
た
の
は
、
ま
こ

と
に
時
宜
を
え
た
挙
と
い
え
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
堀
内
博
士
は
明
治
家
族

法
史
研
究
の
開
拓
者
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
そ
の
吟
味
さ
れ
た
行
論
に
は
さ
す
が

に
稗
益
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
す
く
な
く
な
い
。
た
だ
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
研

究
室
所
蔵
に
か
か
る
「
小
田
切
文
書
中
の
『
民
法
会
議
筆
記
』
は
、
生
の
ま
ま

の
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
、
会
議
日
が
、
三
、
五
、
八
、
十
の
日
で
あ
る

こ
と
の
定
め
や
、
会
議
の
日
の
天
候
ま
で
書
き
認
さ
れ
て
い
る
由
」
（
解
題
二
四

頁
）
を
戦
前
に
知
つ
た
、
と
の
記
述
は
、
あ
る
い
は
博
士
の
錯
覚
で
は
な
か
ろ

う
か
。
戦
前
は
も
ち
ろ
ん
、
戦
後
も
、
筆
者
が
小
田
切
盛
徳
文
書
を
整
理
・
修

復
す
る
ま
で
は
、
そ
の
文
書
を
一
読
し
た
人
は
な
か
つ
た
筈
で
あ
る
。
な
お
、

民
法
会
議
に
関
連
し
て
、
「
明
治
七
年
四
月
一
九
日
か
ら
翌
八
年
一
月
一
四
日



ま
で
一
七
回
に
亙
つ
て
仏
蘭
西
民
法
契
約
編
の
講
義
兼
編
纂
会
議
が
行
わ
れ
て

い
る
事
実
を
見
出
し
」
（
解
題
二
一
頁
）
．
そ
の
「
終
り
の
部
分
に
は
『
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
日
ク
』
と
い
う
個
所
が
諸
所
に
見
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
の
検
討
は

後
日
に
譲
る
こ
と
と
す
る
」
（
解
題
二
三
頁
）
と
説
述
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

め
ぐ
つ
て
は
、
す
で
に
手
塚
豊
博
士
が
「
明
治
十
一
年
民
法
草
案
編
纂
前
後
の

一
考
察
」
（
嫡
釧
鱒
肚
糧
賄
翻
聡
幟
）
と
題
す
る
論
稿
に
お
い
て
精
到
な
考
証
を
こ
こ

ろ
み
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
附
言
し
た
い
。

　
「
家
」
制
度
関
係
元
老
院
会
議
筆
記
　
「
明
治
前
期
に
活
躍
し
た
立
法
審
議
の

機
関
で
あ
る
元
老
院
で
立
法
に
関
し
な
さ
れ
た
討
議
の
記
録
で
あ
り
、
ひ
と
り

法
律
制
定
の
趣
旨
・
動
機
お
よ
び
経
過
を
知
る
有
力
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な

く
、
当
時
の
社
会
状
況
を
う
か
が
う
機
会
を
も
供
す
る
点
で
、
貴
重
」
（
解
題
二

五
頁
）
な
「
元
老
院
会
議
筆
記
」
に
集
録
さ
れ
た
数
多
の
議
案
よ
り
、
「
家
」
制

度
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
一
〇
議
案
（
た
だ
し
意
見
書
を
ふ
く
む
）
を
え
ら
ん

で
収
め
、
福
島
教
授
の
解
題
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
そ
の
議
案
題
目
を

掲
記
す
れ
ぽ
左
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
e
第
一
九
号
議
案
合
家
ヲ
禁
ス
ル
ノ
義
布
告
案

㊨四㊧⇔
号
外
第
一
〇
号
意
見
書
廃
戸
婚
律
ノ
件

号
外
第
一
一
号
意
見
書
有
妻
更
姿
律
条
ヲ
設
ク
ル
ノ
件

第
三
六
号
議
案
男
戸
主
女
戸
主
他
へ
入
夫
縁
組
ノ
件

第
六
七
号
議
案
謀
殺
祖
父
母
父
母
律
第
二
項
改
正
ノ
件

　
紹
介
と
批
評

　
福
島
教
授
は
、

お
よ
び
議
官
な
ど
に
つ
き
簡
明
に
触
れ
ら
れ
る
。

は
、す

ぎ
な
か
つ
た
」
（
礪
鵬
鵬
甥
難
翻
群
麟
侃
融
鮒
偽
h
骸
肚
囎
度
）
と
正
鵠
に
指
摘
し
た

が
、
こ
こ
で
も
「
要
す
る
に
、
元
老
院
は
、
も
と
よ
り
立
法
機
関
で
は
な
く
、

立
法
上
の
審
議
機
関
に
す
ぎ
な
い
」
（
解
題
二
八
頁
）
と
強
調
さ
れ
る
。
つ
い
で

各
議
案
に
つ
き
、
要
を
え
た
解
説
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
議
案
中
に
は
、
す
で

に
そ
の
一
部
が
先
学
に
ょ
り
引
用
・
紹
介
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
筆
者
も

か
つ
て
公
け
に
し
た
小
論
中
に
、
そ
の
極
小
部
分
を
掲
出
し
た
個
所
も
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
い
ま
改
め
て
議
事
録
の
全
文
を
通
覧
し
て
、
感
銘
あ
ら
た
な

る
も
の
が
あ
る
．
収
め
ら
れ
た
各
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
で
あ
る
が
、
と
く

に
最
後
に
か
か
げ
ら
れ
た
「
華
族
世
襲
財
産
法
』
の
審
議
に
つ
よ
い
興
趣
を
い

だ
い
た
こ
と
を
一
言
し
よ
う
。
な
お
、
利
用
者
の
便
益
を
考
慮
し
て
、
資
料
原

文
の
前
に
会
議
の
席
上
に
お
い
て
発
言
し
た
議
官
の
略
歴
が
附
せ
ら
れ
て
い

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
　
（
＝
二
八
一
）

　
　
第
輔
七
四
号
議
案
刑
法
審
査
修
正
案

　
　
第
三
一
八
号
議
案
戸
籍
規
則

　
　
第
三
一
二
号
議
案
脱
籍
無
産
之
輩
復
籍
逓
送
規
則
布
告
等
廃
止
ノ
儀

　
　
第
四
四
三
号
議
案
絶
家
期
限
制
定
ノ
儀

　
　
第
五
〇
八
号
議
案
華
族
世
襲
財
産
法

　
　
　
　
　
　
ま
ず
元
老
院
の
設
立
事
情
・
組
織
・
会
議
手
続
・
法
案
起
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
て
教
授
は
、
「
元
老
院

　
実
は
立
法
の
議
決
機
関
で
は
な
く
、
た
ん
に
法
令
案
審
議
の
諮
間
機
関
に

因巴㈹σo匂



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
明
治
前
期
京
都
府
戸
籍
法
令
集
　
明
治
前
期
に
お
け
る
地
方
法
令
の
重
要
性

に
関
し
て
は
、
い
ま
さ
ら
喋
々
す
る
要
が
な
か
ろ
う
。
と
く
に
地
方
戸
籍
関
係

法
令
に
お
い
て
然
り
で
あ
る
。
本
書
第
一
巻
に
、
山
梨
・
岡
山
・
愛
媛
三
県
の

明
治
前
期
戸
籍
法
令
集
が
編
集
・
採
録
さ
れ
た
が
、
本
巻
に
お
い
て
は
続
編
と

し
て
京
都
府
の
そ
れ
が
編
ま
れ
て
収
載
さ
れ
た
．
解
題
は
利
谷
講
師
の
担
当
に

か
か
る
。

「
明
治
初
期
に
お
け
る
京
都
府
の
施
策
の
重
要
性
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
し

過
ぎ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
そ
こ
に
発
せ
ら
れ
た
諸
法
令

の
系
譜
を
た
ず
ね
、
そ
の
連
続
面
と
断
絶
面
と
を
検
討
す
る
こ
と
は
．
幕
藩
体

制
社
会
か
ら
資
本
主
義
社
会
へ
の
移
行
の
研
究
に
一
つ
の
道
を
開
く
も
の
」

（
解
題
四
四
頁
）
で
あ
り
、
ま
た
「
地
方
法
令
中
で
は
、
こ
と
に
初
期
同
府
の
も
つ

重
要
性
は
群
を
ぬ
い
て
大
き
か
つ
た
」
（
序
言
二
頁
）
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
京
都
府
の
戸
籍
法
令
に
あ
つ
て
は
、
戸
籍
逸
脱
者
の
規
制
1
「
戸
」
へ

の
全
人
民
の
吸
収
1
と
憧
救
方
策
の
大
規
模
な
展
開
が
筆
者
の
注
目
を
ひ
い

た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
取
締
的
色
彩
と
経
済
政
策
的
色
彩
乏
が
強
い
こ
と

が
特
色
」
（
解
題
四
七
頁
）
と
い
え
よ
う
が
、
さ
ら
に
他
府
県
の
態
様
と
も
あ
わ

せ
て
一
層
の
解
明
が
希
求
さ
れ
る
。
本
解
題
の
末
尾
に
慣
村
正
直
関
係
文
書
が

附
録
と
し
て
添
え
ら
れ
る
が
、
興
味
ふ
か
い
貴
重
資
料
で
あ
ろ
う
．
な
お
、
本

集
中
に
若
干
の
誤
植
が
散
見
さ
れ
た
が
、
他
日
の
補
修
を
ま
ち
た
い
。

　
明
治
七
年
佐
賀
県
戸
籍
改
正
関
係
資
料
　
明
治
七
年
、
征
韓
論
に
や
ぶ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
　
（
＝
二
八
二
）

下
野
し
た
江
藤
新
平
ら
の
い
わ
ゆ
る
佐
賀
の
乱
が
お
こ
つ
た
が
、
そ
の
平
定
直

後
、
佐
賀
県
に
お
い
て
は
戸
籍
の
全
面
的
改
正
を
断
行
し
た
。
本
巻
の
最
後
に

収
め
ら
れ
た
同
県
の
戸
籍
改
正
関
係
資
料
は
、
す
な
わ
ち
当
時
の
戸
籍
編
製
の

実
務
状
況
を
つ
ぶ
さ
に
つ
た
え
る
資
料
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
じ
く
利
谷
講
師

の
適
切
な
解
題
に
か
か
る
。

　
「
戸
籍
編
製
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
、
単
に
戸
籍
制
度
の
実
際
の
運
用
状
況
を
解
明
す
る
に
役
立
つ
ば
か
り
で
な

く
、
当
時
の
地
方
制
度
が
ど
の
よ
う
な
能
力
を
も
ち
、
国
家
権
力
の
人
民
把
握

力
が
ど
の
範
囲
に
ま
で
及
ぶ
も
の
で
あ
つ
た
か
を
わ
れ
わ
れ
に
示
す
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
従
来
は
戸
籍
編
製
に
関
す
る
根
拠
法
そ
の
他
の
断
片
的
な
資
料
が

知
ら
れ
る
だ
け
で
、
編
製
事
業
の
全
貌
を
示
す
資
料
は
発
見
さ
れ
な
か
つ
た
。

し
た
が
つ
て
、
叛
乱
直
後
の
佐
賀
県
に
お
け
る
改
正
事
業
と
い
う
特
殊
性
を
お

び
な
が
ら
も
、
戸
籍
改
正
の
着
手
か
ら
完
成
に
至
る
全
経
過
が
本
集
に
よ
つ
て

ほ
ぽ
完
全
に
写
し
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
」
（
解
題
五

九
頁
）
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
観
点
か
ら
も
、
将
来
に
お
け
る
よ
り

精
細
な
考
察
が
期
待
さ
れ
る
。

　
以
上
、
精
疎
あ
る
つ
た
な
き
紹
介
を
、
収
め
ら
れ
た
各
資
料
に
つ
き
こ
こ
ろ

み
て
き
た
。

　
周
知
の
と
お
り
、
近
年
、
「
家
」
制
度
攻
究
の
気
運
よ
う
や
く
勃
興
し
、
そ

の
長
足
の
進
展
は
年
を
お
う
て
め
ざ
ま
し
い
。
こ
の
と
き
、
さ
ら
に
本
書
の
印



行
を
み
た
こ
と
は
、
従
前
、
空
白
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
分
野
に
つ
よ
い
照

明
を
あ
て
、
「
家
」
制
度
の
解
明
に
大
き
な
礎
石
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
す
で
に
滅
失
し
か
け
て
い
る
原
資
料
を
捜
集
・
拾
綴
し
、
心
に
く
き
ま
で
に

整
理
を
加
え
た
後
、
一
巻
の
書
に
ま
と
め
、
諸
家
の
共
有
財
産
に
さ
れ
た
こ
の

労
作
の
編
者
な
ら
ぴ
に
協
働
者
諸
氏
に
対
し
、
後
学
の
ひ
と
り
と
し
て
改
め
て

畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。

　
編
者
は
本
資
料
集
の
続
刊
を
約
し
て
お
ら
れ
る
。
切
に
そ
の
御
加
餐
を
祈
る

し
だ
い
で
あ
る
。
（
東
京
大
学
出
版
会
刊
　
A
5
判
　
解
題
七
〇
頁
　
資
料
五
三
二

頁
　
定
価
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
　
健
）

紹
介
と
批
評

八
九
　
　
（
コ
ニ
八
三
）


